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所管事務の調査（報告） 

 

 

・放射性物質が検出された下水汚泥焼却灰（新規灰）の 

セメント原料化の再開について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上 下 水 道 局 

 

 



 
１．下水汚泥焼却灰の処分手法の変遷 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．セメント原料化の再開の時期について 

（１）濃度推定と安全性の確認 

①セメント業界は、本市に対し、下水汚泥焼却灰（新規灰）を引取る際の放射性セシウム濃度（以下、濃度）に

ついて概ね 100Bq/kg 以下と設定 

②セメント業界が設定した概ね 100Bq/kg になる時期について、平成 27 年度に行った予測では、約３年後の

平成 30 年 1 月に 100Bq/kg を下回るとしていたが、基礎データが増えたことから改めて濃度推定を実施し

た結果、100Bq/kg を下回る時期は、平成 30 年 2 月末 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３ 実測値による濃度推移と濃度推定曲線 

③セメント原料化に伴い、下水汚泥焼却灰（新規灰）には低濃度ではあるものの放射性物質が含まれていること

から、放射線を受ける可能性のある人々への 1 年間あたりの影響を検討したところ、国が示す安全性の目安の

1mSv の 1/100 以下 

（２）有識者の評価 

①平成 30 年 2 月末に 100Bq/kg を下回る濃度推定は妥当である。 

②セメント原料化時の作業者や一般公衆の安全性は確保されている。 

 

 

 

 

 

 

３．今後のスケジュール 
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保  管 

 

 

放射性物質が検出された下水汚泥焼却灰（新規灰）のセメント原料化の再開について 

セメント原料化の早期再開が必要 

平成 30年 1月 

平成30年 2月末

H28.4.1 H29.4.1 H30.4.1

基礎データ（H25.4～H27.6） H27 の推定結果

基礎データ（H25.4～H29.6） H29 の推定結果

H27 の予測

H29 の予測

 

 

セメント原料化 

 

 

 

 

水面埋立処分 

 

 

100Bq/kg

その他原材料約 99% 
(粘土・石灰石など) 

下水汚泥焼却灰 約1%

写真２ 保管状況 

コンテナ内部

 

下水汚泥焼却灰（新規灰）について、平成 30 年 3 月よりセメント原料化を再開 

東電原発事故前（平成 22年度以前） 

東電原発事故後（平成 23～27年度） 

平成 28 年 4 月以降 

【理学博士】
アクチノイド（使用
済燃料などに含ま
れる放射性核種の
一種など）の溶液化
学・地中以降など

【医学博士】
放射線医学、核医
学、腫瘍免疫学、放
射線防護など 

【工学博士】 
環境放射線、放射線
防護、放射線測定、
被ばく線量評価な
ど 

【工学博士】
セメント・コンクリ
ートの化学・物理挙
動評価など 

【工学博士】
廃棄物工学、衛生工
学など 

図４ 評価していただいた有識者の専門分野 

平成 30年 3月より 
事故前の手法を再開 

平成 23～27 年度に発生した下水汚泥焼却灰は浮島地区で保管を継続

入江崎総合
スラッジセンター

処分場へ運搬
積み下ろし場

フローティング
コンベアシステ
ム(FCS)で埋立 

浮島廃棄物 
埋立処分場 

【重量比】

【改質剤等 336】
高炉スラグ微粉末 183 

高炉セメント 17 

水 135 

添加剤 1 

【下水汚
泥焼却灰
 100】

沈降性の改善 ＜現状＞ 
・埋立数量（平成 29 年 12 月末） 
 約 22,600 トン 
（下水汚泥焼却灰 約 5,200 トン）
＜課題＞ 
・浮島廃棄物埋立処分場への水面埋立

の継続 
・水面埋立には、改質剤等の費用が必

要 

＜現状＞ 
・保管数量（平成 29 年 12 月末） 

コンテナ：約 1,800 基 
下水汚泥焼却灰：約 19,500 トン 

＜課題＞ 
・保管費用に加え、将来処分費用が必要 
・処分までコンテナの維持管理費用が発

生 
・保管量の増加に伴い保管場所の拡張が

必要 

保管の課題を踏まえ、これ
に代わる手法を検討してき
たが、新たに発生する下水
汚泥焼却灰の沈降性を改善
することで、浮島廃棄物埋
立処分場での水面埋立が可
能となったため、平成 28年
4 月より全量を対象に処分
を開始し、現在も継続 

下水汚泥焼却灰（新規灰）から放射
性セシウムが検出されたことによ
り、セメント業者が引取りを中止し
たため、浮島地区に保管 

資源の有効活用のため、セメント原
料化を実施 
（平成 22年度実績：約 11t/日発生）

浮島廃棄物 
埋立処分場 

第 1B 保管場所 

第 2 保管場所 

第 3 保管場所 

図１ セメント原料化のフロー 

図２ 沈降性を改善した新規灰を埋立処分する流れ 

写真１ 浮島保管場所 

下水汚泥焼却灰を
セメント工場へ 
運搬 

項目

新規灰

保管灰

平成30年度～平成28～29年度平成23～27年度～平成22年度

セメント原料化（再開）
沈降性を改善し

水面埋立
浮島地区に運搬

（仮保管）セメント原料化

浮島地区で仮保管を継続しながら処分手法等を検討

H29.6.26


